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ピタゴラス三角形と内接円・２ 

 

次の問いに答えなさい。円周率は３.１４とします。 

 

（１）図１は，ある三角形ＡＢＣの辺上の点Ｄ，Ｅ，Ｆに円周が接する円を描いたものです。ＡＢ＝１０㎝，

ＢＣ＝１３㎝，ＣＡ＝１１㎝のとき，ＡＤの長さは何㎝ですか。 

 

（２）図２は，ある直角三角形ＡＢＣの辺上の点Ｄ，Ｅ，Ｆに円周が接する円を描いたものです。 

ＢＣ＝１３２㎝，ＣＡ＝１５７㎝で，円の半径が３０㎝のとき，ＡＢの長さは何㎝ですか。 

 

（３）図３は，３辺の長さが㎝の単位で整数のある直角三角形ＡＢＣの辺上の点Ｄ，Ｅ，Ｆに円周が接する

円を描いたものです。頂点Ｂから辺ＡＣに垂直な線ＢＨを引くと，ＢＨの長さが２６.８８㎝となり，

円の半径が１２㎝のとき，ＡＢ，ＢＣ，ＣＡの長さは何㎝ですか。ただし，ＡＢの長さはＢＣの長さと

同じか，より短いものとします。 

 

 

図１            図２              図３ 
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ピタゴラス三角形と内接円・２ 

（１）４㎝ （２）８５㎝ （３）ＡＢ＝２８㎝，ＢＣ＝９６㎝，ＣＡ＝１００㎝ 

 

（１）図①のように円の中心ＯとＤ，Ｅ，Ｆを結ぶと，それぞれの辺と垂直に交わる線になります。斜線部

分の三角形ＯＡＤとＯＡＦ，影をつけた三角形ＯＢＤとＯＢＥ，あみ目部分の三角形ＯＣＥとＯＣＦは

それぞれ合同なので，ア～ウの長さの関係が成り立ちます。 

   ア＋イ＝１０，イ＋ウ＝１３，ウ＋ア＝１１という式を解いて，ア＝４，イ＝６，ウ＝７となるので， 

ＡＤの長さは４㎝です。 

 

（２）図②のように円の中心ＯとＤ，Ｅ，Ｆを結んで考えると，四角形ＤＢＥＯは１辺の長さが３０㎝の正

方形になります。ＥＣ＝１３２－３０＝１０２（㎝）より，ＣＦの長さも１０２㎝， 

ＡＦ＝１５７－１０２＝５５（㎝）より，ＡＤの長さも５５㎝なので，ＡＢ＝５５＋３０＝８５（㎝）

です。 

 

 図①                      図② 
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（３）三角形ＡＢＣの面積の求め方を考えると，ＣＡ×ＢＨ＝（ＡＢ＋ＢＣ＋ＣＡ）×ＯＤが成り立つので， 

  ＣＡ×２６.８８＝（ＡＢ＋ＢＣ＋ＣＡ）×１２， 

  ２６.８８：１２＝５６：２５より， 

  ＣＡ：（ＡＢ＋ＢＣ＋ＣＡ）＝２５：５６， 

  ＣＡ：（ＡＢ＋ＢＣ）＝２５：３１，が成り立ちます。 

  また，ＣＡ＝ＡＦ＋ＣＦ＝ＡＤ＋ＣＥより，ＣＡ＝ＡＢ－１２＋ＢＣ－１２＝ＡＢ＋ＢＣ－２４となる

ので，２５：３１の比の差の６が２４㎝にあたります。よってＣＡ＝２５×
２４

６
＝１００（㎝）です。 

   改めて三角形ＡＢＣの面積を考えると，ＣＡ×ＢＨ＝１００×２６.８８＝２６８８＝ＡＢ×ＡＣが

成り立つので，ＡＢとＡＣは積が２６８８で和が３１×
２４

６
＝１２４の整数です。素因数分解をする

と，２６８８＝２×２×２×２×２×２×２×３×７であり，ここから探していくと， 

  ２×２×７＝２８と２×２×２×２×２×３＝９６が，２８＋９６＝１２４となって条件を満たします。

よって，ＡＢ＝２８㎝，ＢＣ＝９６㎝です。 

 

   図③ 
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